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8.5.2017. 浜松 

10. 作田亮一： 小児科での初期対応と診療. 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究セ
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研修. 9.24.2017, 越谷 

13. 作田亮一： 発達が気になる子どもと親の支援. 日本小児科学会主催 第 8 回園医・看
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15. 作田亮一： 発達障害・摂食障害・被虐待児どのように対応するか. 平成２９年度埼玉



5 

 

県子どもの心の地域子育て支援事業研修会. 11.26.2017, さいたま 
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